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豊
子
燈
が
六
十
の
絵
を
描
い
て
、
恩
師
の
六
十
の
誕
生
日
を
記
念
し
、
制
作
し
た
。

ｌ

弘
一
法
師
は
第
三
集
の
『
護
生
画
集
』
を
目
に
す
る
事
な
く
、
六
十
二
歳
で
円
寂
し
た
が
、

豊
子
億
は
恩
師
と
の
約
束
を
守
り
、
法
師
の
円
寂
後
も
、
『
護
生
画
集
』
を
制
作
し
、

五
十
枚
の
絵
を
合
わ
せ
、
弘
一
法
師
の
五
十
歳
の
誕
生
日
記
念
に
制
作
し
た
。
‐
‐

十
年
毎
に
発
表
し
続
け
て
、
弘
一
法
師
が
生
き
て
い
れ
ば
百
歳
に
な
る
年
に
、
詩
百
篇
と

絵
百
枚
か
ら
な
る
『
護
生
画
集
』
第
六
集
を
完
成
し
た
。
萱
子
憧
の
、
『
護
生
画
集
』
を

『
護
生
画
集
』
第
二
集
は
、
法
師
の
歳
の
数
に
合
わ
せ
、
弘
一
法
師
が
六
十
の
詩
を
書
き
、

第
一
集
の
『
護
生
画
集
』
は
、
弘
一
法
師
が
書
い
た
詩
五
十
篇
と
、
豊
子
催
が
描
い
た



I

ｌ
雪
子
燈
の
作
品
健
詩
と
絵
の
具
体
結
合
で
あ
っ
て
創
造
で
あ
る
Ｊ
１

感
情
豊
か
で
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
イ
ン
ド
の
大
文
豪
、
夕
ゴ
ー
ル
（
夢
㈹
三

恩
師
と
の
約
束
を
守
り
、
恩
師
の
生
誕
を
記
念
し
た
い
た
め
に
、
『
護
生
画
集
』
作
り
に

唯
残
念
な
の
蔦
豊
子
燈
は
第
六
集
が
出
版
さ
れ
る
前
に
逝
去
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
豊
子
燈
居
士
は
、
戦
争
で
皆
が
落
ち
着
く
所
の
な
い
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、

届
臼
～
岳
虐
）
は
こ
の
よ
う
に
褒
め
称
え
て
い
ろ
。

制
作
す
る
と
い
う
発
意
や
願
い
は
、
よ
う
や
く
こ
こ
で
円
満
に
達
成
さ
れ
た
。

日
未
留
学
の
時
に
竹
久
夢
こ
の
画
風
に
魅
か
れ
、
影
響
を
受
け
た
と
い
う
豊
子
燈
の
絵
は



命
あ
る
も
の
を
大
切
に
し
、
保
護
す
る
と
い
う
意
識
が
、
日
常
生
活
の
中
に
着
実
に

白
身
の
半
生
ｌ
歳
月
に
し
て
四
十
六
年
間
を
掛
け
、
身
も
心
も
捧
げ
た
。

自
分
自
身
を
見
つ
め
、
心
を
美
し
く
持
ち
、
慈
悲
心
が
養
わ
れ
る
事
を
願
う
と
と
も
に
、

根
付
く
事
を
祈
る
。

そ
の
精
神
に
は
、
我
々
は
本
当
に
及
ぶ
事
が
で
き
な
い
。

日
本
語
に
訳
し
て
、
一
冊
の
『
護
生
画
集
』
と
し
て
ま
と
め
た
。
本
書
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

今
回
、
六
冊
の
『
護
生
画
集
』
全
四
百
丘
十
篇
の
中
か
ら
、
三
十
三
篇
を
選
り
す
ぐ
り
、

１
１
●
‐
●
１
１
１
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。
Ｒ
Ⅱ
ｆ

留
学
し
て
い
た
先
の
日
本
で
も
、
広
く
知
ら
れ
、
尊
ば
れ
て
い
ろ
。
彼
の
出
家
前
か
ら
の

弟
子
で
あ
る
豊
子
催
居
士
（
畠
語
～
ご
課
）
は
、
西
暦
一
九
一
尺
年
（
中
華
民
国
十
七
年
）
、

十
年
毎
に
篇
数
を
増
や
し
て
、
制
作
・
発
表
し
て
い
く
こ
と
を
弘
一
法
師
と
約
束
し
た
。

恩
師
の
誕
生
日
を
記
念
す
る
た
め
に
『
護
生
画
集
』
を
制
作
す
る
事
を
発
意
し
、

備
え
た
一
代
高
僧
と
し
て
、
中
国
で
は
も
ち
ろ
ん
、
出
家
前
に
李
叔
同
と
い
う
俗
名
で
、

仏
法
修
養
の
み
な
ら
ず
、
詩
・
書
・
絵
・
彫
刻
・
音
楽
・
文
学
な
ど
の
芸
術
才
気
を
も

中
国
芸
術
文
化
を
煙
び
ゃ
か
せ
た
先
導
者
と
も
称
さ
れ
る
弘
一
法
師
（
扇
ぎ
～
ご
金
）
は
、

前
書
き

鐸
悟
護



九八七六五四
一
一

前
書
き

巳
死
的
母
熊

葬
母
：
…
．

猫
殉
主
．
：

破
狗
…
：
・

清
明
…
…

隣
居
・
…
２

托
孤
・
…
２

反
浦

母
、
鹿
随
、
帝

．●

’●

祥
悟
謹
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〃

十十
一

十
二
十
三
十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九

一
一
十

二
十
一

白
聴
殉
主
…
・
…
…
．
．
…
・
・
…
・
・
・
…
・
…
・
・
・

戯
侮
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
…

一
方
鎌
羅
巾
‐
千
百
春
箕
命
…
…
…
：
、

鋭
化
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・

人
之
初
性
本
善
…
…
…
…
…
…
…
…
…

酬
謝
…
…
・
…
．
．
…
…
．
．
…
・
…
…
…
：
．
…

緯
獲
兇
手
…
．
．
…
…
・
…
・
…
…
．
．
…
…
…

善
雨
重
逢
…
…
…
…
…
．
．
…
・
…
…
…
…

焚
弓
折
箭
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…

烏
母
乞
命
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
：
…

収
養
・
：
：
：
…
．
．
…
．
：
…
．
：
…
…
…
：
．
…

垂
死
的
犬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

575451484442403836343230



１
日

二
十
二

二
十
三

二
十
四

一
一
十
五

二
十
六

一
一
十
七

一
一
十
人

一
一
十
九

三
十

三
十
一

三
十
一
一

三
十
三

救
傷
：
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
．
．
…
・
…
：
帥

盲
狗
待
補
…
・
…
…
…
…
…
…
…
．
：
：
…
Ｉ
侭

一
犬
不
至
群
犬
不
食
…
…
…
…
：
．
…
㈹

翁
翠
隻
棲
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…
…
…
砂

退
勢
傷
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
、５

放
魚
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７８

報
告
火
警
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
７ｌ

救
命
…
…
…
…
：
：
…
…
：
…
…
…
…
…
８

我
喫
素
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４８

霊
犬
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
師

運
糧
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
帥

児
戯
…
…
・
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
兜



家
に
持
ち
帰
っ
て
、
一
番
先
に
母
カ
ラ
ス
に
食
べ
さ
せ
る
。

あ
あ
、
母
も
昔
こ
う
し
て
私
を
育
て
て
く
れ
た
事
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

年
寄
り
カ
ラ
ス
は
飛
べ
ず
、
子
カ
ラ
ス
に
向
か
っ
て
鴇
く
。

子
カ
ラ
ス
は
、
毎
朝
食
べ
物
を
探
し
、

カ
ラ
ス
カ
ラ
ス
誠
に
親
孝
行
。

カ
ラ
Ⅷ
ス
カ
ラ
ス
私
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。

一
反
浦
（
育
み
返
す
）

『
護
生
画
集
』
第
五
集
よ
り

10
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！

馬
車
を
止
め
、
子
鹿
を
放
そ
う
と
決
断
し
た
。

泰
西
巴
が
子
鹿
を
乗
せ
た
馬
車
を
走
ら
せ
て
い
た
と
き
、
彼
は
、

母
鹿
が
泣
き
な
が
ら
、
ず
っ
と
後
を
つ
い
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

先
に
子
鹿
を
宮
殿
に
連
れ
て
帰
る
よ
う
命
じ
、
自
分
は
狩
猟
を
続
け
た
。

子
鹿
を
生
き
た
ま
ま
捕
ま
え
た
。
そ
し
て
泰
西
巴
（
チ
ン
シ
ー
パ
ー
）
と
い
う
名
の
侍
従
に
、

仁
慈
な
泰
西
巴
は
、
こ
の
親
子
を
離
れ
ば
鞍
れ
を
さ
せ
る
の
を
不
澗
に
思
い
、

坐
貝
孟
孫
宅
ン
ス
ォ
ン
）
と
い
う
国
王
が
い
た
。
あ
る
日
、
彼
は
狩
猟
に
出
掛
け
、

一
一
母
鹿
随
帝
（
母
鹿
が
泣
き
な
が
ら
つ
い
て
く
る
）「護

生
画
集
」
第
六
集
よ
り

12
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I

狩
人
が
近
付
い
て
見
ろ
と
、
な
ん
と
母
熊
は
、
あ
る
大
き
な
石
を
抱
え
た
ま
ま
死
ん
で
い
た
。

母
熊
が
子
熊
達
に
大
き
な
石
が
直
撃
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
死
ん
で
も
石
を
放
さ
な
か
っ
た

そ
の
大
き
な
石
の
下
に
は
渓
流
の
水
が
流
れ
て
い
て
、
三
匹
の
子
熊
が
水
遊
び
を
し
て
い
ろ
。

し
か
し
、
撃
た
れ
た
母
熊
が
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
倒
れ
な
か
っ
た
事
を
不
思
議
に
思
っ
た
の
で
、

の
を
悟
っ
た
狩
人
は
、
母
熊
の
行
為
に
感
動
し
、
二
度
と
狩
猟
を
し
な
い
と
誓
っ
た
。

狩
猟
を
し
に
山
に
入
っ
た
狩
人
が
、
発
見
し
た
母
熊
の
急
所
に
玉
を
命
中
さ
せ
た
。

三
巳
死
的
母
熊
（
死
ん
だ
母
熊
）

『
護
生
画
集
』
第
二
集
よ
り

14
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I

煮
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
家
が
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
三
匹
の
子
犬
は
、

全
村
に
行
き
渡
・
り
、
こ
の
子
犬
達
は
「
孝
行
犬
」
だ
と
称
さ
れ
た
。

Ｉ

地
に
捨
て
ら
れ
た
母
犬
の
骨
を
見
て
、
顔
を
地
面
に
伏
せ
悲
し
く
泣
い
た
。

近
所
の
人
た
ち
は
こ
の
光
景
を
見
て
、
皆
、
嘆
息
し
た
。
こ
の
話
は
皆
の
ロ
に
よ
っ
て

そ
し
て
地
面
に
穴
を
掘
り
、
骨
を
一
本
ず
つ
ロ
で
く
わ
え
て
穴
に
入
れ
、
土
で
埋
め
た
。

子
犬
達
は
母
犬
を
埋
め
終
え
て
も
、
埋
め
た
所
で
悲
し
く
泣
き
続
け
た
。

昔
鮎
堆
安
城
（
ウ
ハ
ィ
ァ
ン
ッ
オ
ン
）
と
い
う
所
に
、
飼
っ
て
い
る
母
犬
を
殺
し

！

四
葬
母
（
母
を
葬
る
）

'名

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り

16
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名
”
訂
を
呼
ば
れ
た
猫
も
妾
さ
ん
に
答
え
る
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
寿
ろ
て
き
た
。

清
朝
乾
隆
己
酉
年
に
、
老
い
た
妾
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
飼
わ
れ
て
い
た
十
二
一
匹
の

猫
は
す
べ
て
、
二
百
間
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
棺
を
囲
み
、
死
ぬ
ま
で
泣
き
続
け
た
。

子
供
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
た
上
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
を
付
け
て
い
た
。

は
、
猫
が
大
好
き
な
七
十
歳
に
な
る
妾
が
い
た
。
妾
さ
ん
は
十
三
匹
の
猫
を
飼
っ
て
い
て
、

江
蘇
（
チ
ャ
ン
ス
！
）
省
江
寧
（
チ
ャ
ン
ニ
ン
）
県
に
い
る
王
（
ワ
ン
）
御
史
（
官
名
）
の
父
親
に

五
猫
殉
主
（
猫
は
主
人
に
殉
ず
）

『
護
生
画
集
』
第
六
隼
よ
り

18
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多
分
・
・
・
昔
、
盗
み
食
い
を
し
て
、
人
間
に
殴
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

詳
し
く
見
れ
ば
な
ん
と
一
本
の
足
が
使
え
な
い
ほ
ど
曲
が
っ
て
い
ろ
。

だ
が
、
許
せ
な
い
ほ
ど
の
罪
を
犯
し
た
訳
で
な
い
犬
を
そ
こ
ま
で
傷
付
け
る
な
ん
て

人
間
は
自
分
達
を
万
物
の
中
で
一
番
だ
と
自
負
し
、
犬
な
ど
を
畜
生
と
見
な
す
。

人
間
っ
て
残
酷
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

こ
の
小
犬
の
遅
い
動
き
は
独
特
で
あ
る
。

六
破
狗
（
び
っ
こ
を
ひ
く
犬
）

『
護
生
画
集
』
第
五
集
よ
り

－
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I

烏
龍
と
い
う
名
の
浅
一
犬
を
飼
っ
て
い
た
。
彼
が
ど
こ
へ
行
く
に
も
烏
龍
は
付
い
て
行
く
。

家
へ
帰
る
途
中
、
わ
ら
の
そ
ば
で
横
に
な
っ
て
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
っ
た
。

動
物
を
追
い
出
す
た
め
、
わ
ら
に
火
を
付
け
た
。
妃
信
純
は
全
然
気
付
か
ず
に
そ
の
ま
ま

あ
る
日
、
彼
は
城
外
の
友
人
に
呼
ば
れ
宴
会
に
出
席
し
て
、
た
い
へ
ん
酔
っ
た
た
め
、

熟
睡
し
て
い
ろ
。
火
が
段
々
大
き
く
燃
え
て
く
る
の
を
見
て
、
烏
龍
は
一
所
懸
命
、
彼
の

そ
こ
へ
ち
ょ
う
ど
御
暇
（
ト
ン
シ
ャ
ー
）
と
い
う
官
員
が
狩
猟
に
来
て
、
わ
ら
に
隠
れ
て
い
ろ

〈

孫
両
呉
（
ス
ォ
ン
ウ
ー
）
時
代
に
裏
陽
（
シ
ァ
ン
ャ
ン
）
人
、
紀
信
純
（
チ
ー
シ
ン
ジ
ュ
ン
）
は

七
清
明
（
清
明
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り

22
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８
６

衣
服
を
噛
み
、
何
と
か
彼
を
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
妃
信
純
は
ち
っ
と
も
動
こ
う
と
し
な
い
。

そ
の
時
、
烏
龍
は
近
く
の
渓
流
に
水
が
流
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
渓
流
に
飛
び
込
み

む
く

自
分
初
全
身
を
浦
ら
し
た
。
そ
し
て
組
信
純
に
火
が
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
、
濡
れ
た
身
体
で

彼
の
周
り
を
転
げ
回
り
、
わ
ら
や
草
を
浦
ら
し
た
。
し
か
し
、
量
後
は
も
う
一
度
自
分
を

濡
ら
し
に
行
く
の
が
問
に
合
わ
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
火
の
上
で
転
が
っ
て
、
自
分
の
体
を

使
っ
て
火
を
消
そ
う
と
頑
張
っ
た
。
烏
龍
の
お
か
げ
で
紀
信
純
は
火
に
焼
け
一
ろ
事
は
な
か
っ

た
が
、
犬
は
彼
の
た
め
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

濡
れ
た
状
態
で
愛
犬
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
は
じ
め
て
何
が
起
き
た
の
か
を

紀
信
純
は
酔
い
か
ら
覚
め
て
、
自
分
の
周
り
以
外
の
わ
ら
や
草
が
す
べ
て
燃
え
尽
き
、
毛
が

24



I

官
員
と
そ
の
侍
従
は
、
彼
を
探
し
、
訳
を
尋
ね
た
。
皆
は
紀
信
純
が
泣
く
理
由
を
聞
い
て
、

烏
龍
の
行
為
に
嘆
息
し
た
。
そ
し
て
、
官
員
は
侍
従
に
棺
を
買
っ
て
く
る
よ
う
命
じ
、

烏
龍
に
衣
服
を
着
せ
、
人
間
が
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
葬
式
を
行
い
、
礼
儀
を
尽
く
し
て
、

知
り
、
と
て
も
心
を
痛
め
大
泣
き
し
た
。
そ
の
泣
き
声
を
聞
い
て
、
狩
猟
に
来
て
い
た

烏
龍
に
お
墓
を
作
り
埋
め
た
。
今
で
も
、
こ
の
「
義
犬
墓
」
は
存
在
し
て
い
ろ
！

q

l
卜

＊
清
明
二
十
四
節
気
の
五
番
目
。

中
国
で
は
、
こ
の
頃
に
お
墓
参
り
を
す
る
習
慣
が
あ
る
。

25



I

自
分
た
ち
の
巣
に
、
戻
っ
た
。
知
っ
て
い
る
人
達
は
皆
吋
、
白
い
蕎
鳥
の
義
気
を
称
し
た
。

白
い
子
蕎
鳥
ら
と
一
緒
に
、
黒
い
子
謬
鳥
ら
を
連
れ
て
畑
へ
食
べ
物
を
探
し
に
行
っ
た
。

そ
し
て
夜
に
な
れ
ば
、
鐘
ず
先
に
黒
い
子
養
鳥
ら
を
巣
ま
で
送
り
届
け
て
か
ら
、

そ
の
日
か
ら
、
白
い
議
鳥
は
毎
朝
、
黒
い
議
鳥
の
巣
ま
で
行
き
、

Ｉ

あ
る
日
、
黒
い
霧
島
が
死
ん
で
、
一
日
中
悲
し
く
喝
い
て
い
る
子
議
鳥
だ
け
が
残
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
雌
蕎
鳥
は
そ
れ
ぞ
れ
の
巣
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
巻
蔦
を
蜂
し
た
。

常
州
人
、
陳
四
は
白
色
と
黒
色
の
雌
隷
鳥
（
ガ
チ
ョ
ウ
）
を
一
羽
ず
つ
飼
っ
て
い
た
。

八
隣
居
（
隣
人
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り

26
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I

産
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
猫
ら
は
お
腹
が
空
い
て
悲
し
く
泣
い
て
い
た
。

悲
し
い
泣
き
声
を
聞
い
て
、
餓
死
寸
前
の
子
猫
ら
を
発
見
し
、

も
う
一
匹
の
母
猫
は
、
ち
ょ
う
ど
自
分
が
生
ん
だ
子
猫
ら
に
お
乳
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
、

こ
の
二
匹
の
雌
猫
は
同
時
に
子
猫
を
生
ん
だ
け
れ
ど
、
一
匹
は
産
後
す
ぐ
に
亡
く
な
り
、

ロ
で
一
匹
ず
つ
く
わ
え
て
自
分
の
場
所
に
連
れ
帰
り
、
自
分
の
子
の
よ
う
に
育
て
た
。

唐
朝
時
代
、
北
平
（
ペ
ィ
ビ
ン
）
の
王
（
ワ
ン
）
さ
ん
は
雌
猫
呈
陛
を
飼
っ
て
い
た
。

九
托
孤
（
孤
児
を
托
す
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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鼠
後
に
後
を
追
っ
て
、
井
戸
に
飛
び
込
み
、
主
人
に
殉
じ
た
。

自
殺
に
よ
っ
て
国
に
殉
じ
、
と
て
も
忠
義
悲
壮
で
あ
っ
た
。

主
将
の
白
い
駿
馬
言
（
）
は
、
そ
の
光
景
を
そ
ば
で
見
て
、
不
安
に
跳
ね
続
け
、

城
を
守
る
主
将
と
、
そ
の
家
族
、
使
用
人
た
ち
は
、
全
員
井
戸
に
身
を
投
げ
、

明
ｆ
朝
末
、
流
賊
、
李
白
成
（
リ
ー
ッ
ー
ッ
ォ
ン
）
が
四
川
省
を
攻
め
破
っ
た
時
に
、

十
台
駿
殉
主
（
白
い
駿
馬
は
主
人
に
殉
ず
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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哀
れ
み
深
い
心
を
持
ち
、
戯
悔
し
、
過
ち
を
認
め
直
せ
ば
、

私
達
が
接
す
る
世
間
の
万
物
は
い
っ
そ
う
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

し
み
を
付
け
て
し
ま
っ
た
衣
服
を
埼
麗
に
洗
濯
す
る
よ
う
に
、

私
達
は
崇
高
で
才
徳
の
あ
る
人
で
は
な
い
の
で
、
過
ち
を
犯
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

十
一
織
悔
霞
悔
）

『
護
生
画
集
』
第
一
集
よ
り

32



（
1

，

ノ

K

一

11、

。
Ｉ
，

■
８
画
■
■
ご
り

？

I

■

hl

I

I

t；i

1ll

l,j§
：I

I

・331

Ra

一

９
９

９

/一一．



I

あ
あ
、
春
蚕
の
命
も
大
切
だ
！

更
に
人
間
が
行
う
殺
生
行
為
を
嫌
い
、
自
分
は
蓮
根
の
糸
で
編
み
上
げ
た
衣
服
を
着
る
。

１

絹
の
衣
服
を
着
る
時
と
同
じ
肌
触
り
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
、

賑
や
か
な
都
会
を
離
れ
、
静
か
な
隠
居
生
活
を
送
る
。

と
同
時
に
春
蚕
を
殺
さ
な
く
て
済
む
。

山

十
二
一
方
綜
羅
巾
千
百
春
慧
命

（
絹
の
ス
カ
ー
フ
一
枚
春
蚕
の
命
幾
つ
）

『
護
生
画
集
』
第
五
集
よ
り
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1

■
ｐ
Ｂ

、

春
に
な
れ
ば
埼
麗
な
蝶
々
に
な
っ
て
、

景
色
を
い
っ
そ
う
美
し
く
引
き
立
た
せ
て
く
れ
る
。

毛
虫
は
醜
い
け
ど
殺
さ
な
い
で
ね
。

十
三
娩
化
（
脱
皮
）

兵

1

『
護
生
画
集
』
第
五
集
よ
り

－
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動
物
に
も
自
分
に
大
難
が
や
っ
て
く
る
事
が
は
っ
き
り
と
判
っ
て
い
る
。

鶏
が
、
包
丁
を
も
つ
料
理
人
を
見
て
、
驚
い
て
跳
ね
た
り
し
て
い
る
。
一

豚
が
、
屠
殺
業
者
の
値
段
交
渉
を
聞
い
て
、
涙
を
泉
の
よ
う
に
流
し
た
り
し
て
い
る
。

生
き
物
は
生
き
る
権
利
を
求
め
る
本
能
を
持
っ
て
お
り
、

た
だ
た
だ
、
ロ
が
あ
っ
て
も
言
笹
小
を
言
え
な
い
で
い
ろ

人
々
は
そ
の
生
き
物
を
大
切
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
が
、

十
四
人
之
初
性
本
善
（
人
間
の
本
性
は
皆
、
善
で
あ
る
）

『
護
生
画
集
』
第
三
集
よ
り
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４
喜
叫

蓋
鼠
た
時
に
、
象
は
鼻
で
土
を
押
し
や
り
、
中
か
ら
取
り
出
し
た
象
牙
を
農
民
に
渡
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
。

象
は
完
治
し
て
か
ら
、
農
民
を
背
中
に
乗
せ
、
山
の
奥
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
。
あ
る
場
所
へ

き
た
。
苦
し
そ
う
な
様
子
で
、
庭
で
横
に
な
っ
て
い
る
の
を
、
そ
の
家
に
住
ん
で
い
る
農
民

が
見
つ
け
、
足
に
刺
さ
っ
た
大
き
な
木
を
取
り
除
い
た
う
え
、
傷
口
を
治
療
し
た
。

昔
へ
華
容
（
ハ
ァ
ン
ロ
ン
）
県
の
あ
る
農
家
へ
、
足
に
大
き
な
木
が
刺
さ
っ
た
象
が
や
っ
て

十
五
酬
謝
（
報
い
る
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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官
邸
に
逃
げ
た
。
そ
し
て
老
僧
侶
が
飼
っ
て
い
た
犬
も
一
緒
に
、
官
邸
に
向
か
っ
て
走
っ
て

調
べ
た
結
果
、
そ
の
客
達
が
老
僧
侶
を
殺
し
た
真
犯
人
の
強
盗
達
で
あ
る
事
が
判
っ
た
。

と
、
そ
の
時
、
役
人
達
が
到
着
Ｃ
、
犬
の
行
動
を
不
審
に
思
い
、
そ
の
客
達
を
取
り
押
さ
え
、

い
た
。
ち
ょ
う
ど
強
盗
達
が
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
小
料
理
屋
の
前
を
通
っ
た
時
、
突
然
、

一
緒
に
走
っ
て
い
た
犬
は
店
に
入
り
、
一
人
の
客
の
足
に
噛
み
付
き
、
少
し
も
放
さ
な
い
。

ツ
ー
州
地
方
の
あ
る
お
寺
で
、
夜
、
老
僧
侶
が
強
盗
に
殺
さ
れ
、
彼
の
門
弟
は
通
報
し
に

十
六
鱒
獲
兇
手
（
犯
人
逮
捕
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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＃
も

行
き
た
い
の
？
行
く
ど
良
い
！
」
と
鶴
に
言
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
鶴
は
、
暫
く

主
人
の
頭
の
上
で
痔
曙
し
た
後
、
空
に
向
け
て
飛
ん
で
い
っ
た
。

悲
し
く
鳴
き
続
け
た
。
慮
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
慰
め
、
や
っ
と
食
べ
物
を
少
し
ロ
に
し
た
が
、

Ｉ

そ
れ
で
も
鶴
は
彼
に
向
か
っ
て
悲
し
く
喝
き
続
け
ろ
。
虜
さ
ん
は
「
あ
な
た
は
何
処
か
へ

い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
羽
が
人
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
残
さ
れ
た
一
羽
は
食
べ
物
も
口
に
せ
ず

昔
、
中
国
の
陳
州
の
虜
（
ル
）
と
い
う
軍
人
が
、
官
邸
で
、
お
と
な
し
い
鶴
二
羽
を
飼
っ
て

十
七
誉
雨
重
逢
（
旧
知
再
会
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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I

慮
さ
ん
は
喜
ん
で
鶴
を
家
に
連
れ
帰
り
、
古
い
友
に
接
す
る
よ
う
に
再
び
鶴
を
家
で
飼
っ
た
。

慮
さ
ん
は
空
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。
「
あ
な
た
は
私
が
陳
州
に
い
た
頃
の
旧
友
だ
ろ
う
か
？

鶴
の
痛
ま
し
い
潟
き
声
を
耳
に
し
た
。
頭
の
上
で
旋
廻
し
離
れ
て
行
か
な
い
鶴
を
発
見
し
て
、

暮
ら
し
て
い
た
。
秋
の
終
わ
り
の
あ
る
日
、
彼
は
杖
を
突
き
な
が
ら
森
を
散
歩
し
て
い
て
、

幾
今

下
り
て
き
て
、
と
て
も
親
し
く
振
舞
い
な
が
ら
、
ロ
で
魔
さ
ん
の
衣
服
を
噛
み
放
さ
な
い
。

ま
た
何
年
か
経
ち
、
慮
さ
ん
が
亡
く
な
る
と
、
鶴
は
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
哀
し
く
鴇
き
、

そ
う
で
あ
れ
ば
下
り
て
き
て
く
だ
さ
い
。
」
そ
の
声
を
聞
い
た
鶴
は
、
慮
さ
ん
の
方
に

い
な
い
た
め
、
一
人
で
故
郷
に
戻
り
、
黄
浦
渓
（
フ
ァ
ン
プ
シ
）
側
の
小
屋
で
一
人
寂
し
く

二
一
年
の
歳
月
が
経
ち
、
虜
さ
ん
は
年
を
取
り
、
病
気
が
ち
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
子
孫
が

46



’

慮 慮 鼠
終
的
に
主
人
を
追
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

さ
ん
の
墓
の
横
に
鶴
を
埋
め
た
。

さ
ん
の
親
戚
や
友
人
ら
は
鶴
の
行
動
に
感
動
し
、
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

47



１
９

自
分
は
死
ぬ
つ
も
り
で
自
ら
猟
師
の
張
っ
た
網
に
飛
び
込
ん
だ
。

猟
師
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
、
先
に
子
チ
を
軟
ら
か
い
土
の
下
に
隠
し
、

一

追
わ
れ
て
い
る
事
に
す
ぐ
気
が
つ
い
た
が
、
子
チ
を
連
れ
て
い
て
早
く
走
れ
な
い
の
で
、

あ
る
日
、
彼
は
、
子
チ
（
チ
姿
は
鹿
に
似
て
い
て
、
性
格
は
従
順
で
、
人
を
傷
つ
け
な
い
）

二
匹
を
連
れ
て
い
る
母
チ
を
追
い
か
け
て
い
た
。
母
チ
は
、

ユ

休
寧
（
シ
ォ
ニ
ー
）
県
の
張
村
に
、
張
五
（
ツ
ャ
ン
ウ
ー
）
と
い
う
名
の
猟
師
が
い
た
。

こ
の
一
連
の
事
を
近
く
に
い
た
張
五
の
母
が
見
て
い
て
、
母
チ
の
行
動
に
感
動
し
た
彼
女

十
八
焚
弓
折
箭
言
を
燃
や
し
、
矢
を
折
る
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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残
酷
さ
を
後
悔
し
、
こ
の
事
を
き
っ
か
け
に
、
す
べ
て
の
弓
を
燃
や
し
、
矢
を
折
り
、

母
チ
の
行
動
に
感
動
し
た
張
五
も
、
た
く
さ
ん
の
動
物
を
殺
す
よ
う
な
今
ま
で
の
自
分
の

子
チ
を
土
の
中
か
ら
救
い
出
し
、
母
チ
を
網
か
ら
放
し
た
。

は
、
母
チ
の
い
る
網
の
前
に
走
っ
て
い
っ
て
張
五
に
す
べ
て
を
話
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
、

二
度
と
狩
猟
を
し
な
い
と
誓
っ
た
。

50



‐
１
Ｊ
し

弟
子
を
呼
び
に
行
っ
た
。
、
戻
っ
て
き
た
時
に
い
く
ら
探
し
て
も
刃
物
が
見
あ
た
ら
ず
、

突
然
、
安
さ
ん
の
前
に
行
っ
て
、
二
本
の
前
足
を
つ
き
、
涙
を
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
流
し
た
。

安
さ
ん
は
子
羊
の
行
動
に
驚
い
た
が
、
母
羊
を
殺
す
決
心
は
変
わ
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず

屠
殺
用
の
刃
物
を
一
時
的
に
地
面
へ
下
ろ
し
、
母
羊
を
殺
す
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う
た
め
に

あ
る
日
、
安
さ
ん
は
母
羊
を
殺
そ
う
と
母
羊
の
四
本
の
足
を
縛
っ
た
。
見
て
い
た
子
羊
は

フ
ォ
ン
州
に
安
（
ア
ン
）
と
い
う
名
前
の
屠
殺
業
者
が
い
て
、
母
羊
と
子
羊
を
飼
っ
て
い
た
。

十
九
為
母
乞
命
（
母
の
命
を
乞
う
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り

Ｊ
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自
分
の
体
で
隠
し
た
こ
と
を
知
っ
た
安
さ
ん
は
、
母
羊
を
殺
す
に
忍
び
な
い
の
で
、

子
羊
が
母
親
を
殺
さ
れ
な
い
た
め
に
壁
の
隅
ま
で
刃
物
を
ロ
で
く
わ
え
て
行
き
、

母
羊
と
子
羊
を
一
緒
に
「
放
生
園
」
に
放
し
た
。

安
さ
ん
は
不
審
に
思
っ
た
が
、
壁
の
隅
で
寝
て
い
る
子
羊
の
体
の
下
に
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。

I
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Ⅱ
口

『

張
元
と
い
う
名
の
学
生
は
見
か
ね
て
、
飼
う
つ
も
り
で
家
に
つ
れ
て
帰
っ
た
。

張
元
は
控
え
め
な
礼
儀
正
し
い
態
度
で

し
か
し
、
彼
の
叔
父
さ
ん
は
と
て
も
不
愉
快
な
声
で

「
命
あ
る
も
の
は
み
な
自
分
の
命
が
大
事
。
も
し
も
自
然
死
す
る
の
で
あ
れ
ば

「
こ
の
小
犬
は
何
か
で
き
る
の
？
：
早
く
捨
て
て
来
な
さ
い
。
」
と
張
元
に
命
じ
た
。

村
の
小
道
に
捨
て
ら
れ
た
小
犬
が
可
哀
相
に
泣
い
て
い
た
。

二
十
収
養
（
引
き
取
っ
て
育
て
る
）

兵

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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！

叔
父
さ
ん
は
張
元
の
話
す
事
に
納
得
し
、
喜
ん
で
小
犬
を
飼
う
事
に
賛
同
し
た
。

一

そ
の
上
、
そ
の
ま
ま
見
過
ご
す
事
は
、
人
情
の
上
で
も
道
義
の
上
で
も

と
叔
父
さ
ん
に
自
分
の
考
え
を
話
し
た
。

ひ
ど
過
ぎ
る
行
為
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
私
は
こ
の
小
犬
を
飼
う
事
に
し
ま
す
。
」

仕
方
の
な
い
事
だ
け
れ
ど
、
こ
の
小
犬
は
人
に
捨
て
ら
れ
餓
死
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
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I

ｌ

帰
り
道
で
一
休
み
を
終
え
帰
途
に
向
か
お
う
と
し
た
時
、
連
れ
て
き
た
犬
が
、
急
に
彼
に

腹
立
た
し
く
な
り
、
重
傷
に
な
る
ま
で
犬
を
殴
っ
て
し
ま
っ
た
。

向
か
っ
て
激
し
く
吠
え
続
け
た
う
え
、
足
を
噛
ん
で
放
さ
な
い
・
彼
は
犬
の
行
為
に
段
々

彼
は
暫
く
そ
の
ま
ま
帰
り
道
に
向
か
っ
た
が
へ
先
ほ
ど
休
憩
し
た
所
で
財
布
を
落
と
し
た
事

仕
方
な
く
主
人
か
ら
離
れ
る
事
し
か
で
き
な
く
な
っ
た
負
傷
し
た
犬
は
彼
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

昔
、
あ
る
小
商
再
売
を
し
て
い
る
人
が
犬
を
連
れ
て
商
晃
代
金
を
受
け
取
り
に
出
掛
け
た
。

’
’
二
十
一
垂
死
的
犬
（
瀕
死
の
犬
）

『
護
生
画
集
』
第
二
集
よ
り

‐
Ｉ
Ｉ
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見
つ
け
た
。
し
か
し
、
犬
は
、
尻
っ
て
き
た
主
人
を
見
た
瞬
間
、
高
く
、
長
く
一
声
吠
え
、

急
い
で
先
の
休
憩
場
所
に
戻
っ
た
。
犬
の
善
意
を
無
に
し
た
彼
は
、
元
の
場
所
で
忠
実
に

〆

自
分
め
財
布
の
上
に
へ
ば
り
付
い
て
い
ろ
、
自
分
に
誤
解
さ
れ
殴
ら
れ
て
瀕
死
の
犬
を

そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

に
気
付
い
た
。
初
め
て
犬
の
不
審
な
行
動
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
た
真
意
を
知
っ
た
彼
は
、

１
も
』
１

一

58
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I

な
ん
と
蟻
二
匹
が
、
怪
我
し
て
痩
寧
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
一
匹
の
蟻
の
足
を
支
え
、

突
然
、
机
の
隅
で
、
蟻
の
よ
う
で
蟻
で
な
い
、

私
は
頭
を
下
げ
、
自
分
が
目
に
し
た
光
景
に
驚
く
・

蝿
の
よ
う
で
蝿
で
な
い
も
の
が
動
い
て
い
る
の
に
気
付
く
。

ゆ
っ
く
り
と
巣
に
向
か
っ
て
い
ろ
。

、

ち
ょ
う
ど
新
詩
を
完
成
し
た
私
は
筆
を
置
き
、

一
人
で
詩
を
吟
じ
る
。

二
十
二
救
傷
（
救
助
）

『
護
生
画
集
』
第
五
集
よ
り

一
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本
当
に
敬
服
し
、
感
動
す
る
。

こ
ん
な
小
さ
い
虫
で
さ
え
助
け
合
う
事
の
大
事
さ
を
判
っ
て
い
て
、

62



‐
↓

腎
く
て
人
間
の
気
持
ち
が
良
く
判
る
白
い
犬
と
模
様
の
付
い
た
犬
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、

飼
い
主
は
白
い
犬
を
寝
か
せ
る
た
め
犬
小
屋
の
外
に
わ
ら
を
ひ
い
た
。

白
い
犬
は
目
が
見
え
な
く
な
り
、
犬
小
屋
に
入
っ
て
物
を
食
べ
る
力
さ
え
も
失
っ
た
。

夜
寝
る
時
で
も
犬
小
屋
に
入
ら
ず
、
白
い
犬
と
共
に
外
で
寝
た
。

模
様
の
付
い
た
犬
は
、
白
い
犬
が
死
ぬ
ま
で
、
毎
食
、
食
べ
物
を
ロ
に
く
わ
え
て
食
べ
さ
せ
、

成
渓
（
シ
ェ
ン
シ
ー
）
地
方
の
童
鋪
（
ト
ン
ョ
ン
）
と
い
う
家
で
飼
っ
て
い
る
母
犬
か
ら
、

二
十
三
盲
狗
待
浦
（
盲
犬
が
育
み
を
待
つ
）

『
護
生
画
集
』
第
六
集
よ
り

ノ

ー
！
Ｉ
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Ｉ
‐
、

悲
し
く
惜
し
む
よ
う
に
墓
の
前
に
伏
せ
て
泣
い
た
り
し
て
い
た
。

白
い
犬
の
墓
に
行
き
、
日
が
募
れ
る
ま
で
、
墓
の
周
り
を
グ
ル
グ
ル
回
っ
た
り
、

白
い
犬
が
死
に
、
飼
い
主
が
山
の
麓
に
埋
め
る
と
、
模
様
の
付
い
た
犬
は
毎
日
欠
か
さ
ず

I
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I

七
百
名
ほ
ど
が
一
緒
に
住
ん
で
い
ろ
。
使
用
人
は
・
雇
っ
て
い
な
い
・

年
寄
り
も
子
供
も
、
悪
口
や
噂
を
言
わ
ず
、
皆
、
温
か
く
睦
ま
じ
く
募
ら
し
て
い
ろ
。

暇
さ
え
あ
れ
ば
、
全
員
が
大
広
間
に
集
ま
り
、
楽
し
く
過
ご
す
。

江
州
徳
安
県
の
陳
坊
（
ツ
ォ
ン
フ
ァ
ン
）
と
い
う
家
に
は
、
十
三
代
の
家
族
、
合
わ
せ
て

こ
の
家
で
は
百
匹
ぐ
ら
い
の
犬
が
飼
わ
れ
て
い
て
、
一
つ
の
食
料
桶
を
百
匹
の
犬
が
共
用

二
十
四
一
犬
不
至
群
犬
不
食

（
一
匹
で
も
揃
わ
な
け
れ
ば
す
べ
て
の
犬
は
食
べ
始
め
な
い
）

『
護
生
画
集
』
第
六
集
よ
り
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５
町

食
事
の
時
間
に
な
る
と
、
鼠
後
の
一
匹
が
食
料
桶
に
や
っ
て
く
る
ま
で
、

し
て
い
ろ
。

1

す
べ
て
の
犬
は
食
べ
始
め
な
い
。

1
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I

彼
女
は
、
お
花
が
い
っ
ぱ
い
刺
繍
さ
れ
た
、
本
物
の
翠
鳥
の
羽
を
縫
っ
て
あ
る
キ
ラ
キ
ラ
し

彼
女
に
「
早
く
そ
の
衣
服
を
脱
ぎ
な
さ
い
・
今
後
、
装
飾
品
に
羽
を
使
わ
な
い
よ
う
に
。
」
と

た
衣
服
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
衣
服
を
身
に
付
け
た
王
女
は
仙
女
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
。

言
っ
た
。
王
女
は
笑
い
な
が
ら
「
衣
服
一
枚
で
使
わ
れ
る
羽
の
数
は
知
れ
て
い
ま
す
。
」
と

あ
る
日
、
魂
太
祖
は
、
こ
の
衣
服
を
着
て
宮
殿
に
入
る
王
女
を
見
て
、
真
面
目
な
態
度
で

１
１
‐

魂
国
の
王
女
は
と
て
も
美
し
く
、
身
な
り
に
気
遣
い
、
豪
華
に
着
飾
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。

二
十
五
翁
翠
隻
棲
（
詣
翠
、
木
に
止
ま
る
）

ｊ
ｌ

『
護
生
画
集
』
第
歯
集
よ
り
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手
に
入
れ
よ
う
と
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
翠
鳥
の
命
を
奪
う
だ
ろ
う
。

貴
族
や
平
民
の
女
の
人
た
ち
が
見
た
ら
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
が
真
似
す
る
だ
ろ
う
。

殺
生
の
原
因
が
あ
な
た
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
罪
深
い
。
」
と
言
っ
た
。

返
事
を
し
た
。
太
祖
は
「
あ
な
た
は
こ
の
国
の
王
女
と
し
て
こ
の
よ
う
な
衣
服
を
着
て
い
る
。

そ
し
て
、
商
売
人
が
、
利
益
を
得
た
い
が
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
翠
鳥
の
羽
を

Ｉ
ウ

－－
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１
値

い
る
あ
る
物
語
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
物
語
の
内
容
は
、

Ｉ
周
高
祖
が
南
荘
に
あ
る
池
に
遊
び
に
行
っ
た
時
、
水
面
に
可
愛
ら
し
’
浮
か
ん
で
い
ろ

こ
れ
が
と
て
も
難
し
い
事
で
あ
っ
て
、
一
緒
に
い
る
臣
下
達
は
「
大
王
の
射
術
は
本
当
に

二
羽
の
野
鴨
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
一
本
の
矢
を
放
ち
、
一
度
で
二
羽
の
野
鴨
を
射
た
。

庭
で
読
書
を
し
て
い
た
仁
慈
な
君
主
、
仁
宗
重
ン
ゾ
ン
）
は
『
五
代
史
』
に
記
載
さ
れ
て

二
十
六
逗
萎
傷
生

（
芸
を
み
せ
び
ら
か
す
為
、
生
き
物
を
傷
つ
け
ろ
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り
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４
勘

全
て
の
生
き
物
を
、
や
む
を
得
な
い
限
り
、
殺
し
て
食
べ
物
に
し
な
い
よ
う
、
常
々
、

注
意
し
て
き
た
。
私
は
好
き
放
題
で
命
あ
る
も
の
を
殺
す
の
が
一
番
嫌
で
あ
る
。
」

私
は
、
宮
内
で
十
五
年
間
に
渡
っ
て
責
任
を
持
っ
て
台
所
を
管
理
し
て
い
る
者
達
に
、

シ
」
告
口
つ
ふ
に
０

せ
び
ら
か
す
た
め
、
生
き
物
の
命
を
奪
う
事
は
、
私
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
事
だ
。

見
事
な
も
の
で
す
ね
。
」
と
お
世
辞
を
言
っ
た
。
ｌ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
．

仁
宗
は
本
を
閉
じ
、
側
に
い
る
侍
従
等
に
、
「
自
分
の
優
れ
て
い
る
射
術
の
腕
を
見

74



I

「
私
の
お
腹
に
は
五
千
の
子
女
が
い
て
、
私
が
生
き
て
い
れ
ば
、
我
が
子
等
も
一
緒
に
生
き
る

見
た
夢
の
内
容
を
思
い
出
し
た
ｌ
あ
る
素
朴
で
飾
り
気
の
な
い
婦
人
が
来
て
彼
に

私
の
立
場
に
同
情
し
て
私
に
生
き
る
道
を
く
だ
さ
い
ご
と
言
っ
た
。
Ｉ

李
沖
元
は
こ
の
夢
を
思
い
出
し
て
、
直
ぐ
に
そ
の
魚
を
川
に
放
す
と
同
時
に
、
今
後
、

李
沖
元
（
リ
ー
ッ
ォ
ン
ウ
ェ
ン
）
は
一
匹
の
魚
を
切
ろ
う
と
し
た
時
に
、
突
然
、
昨
夜
に

二
十
七
放
魚
（
魚
を
生
か
す
）

私
が
死
ね
ば
、
我
が
子
等
も
一
緒
に
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
だ
か
ら
、

『
護
生
画
集
』
第
六
集
よ
り
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何
日
か
経
過
し
、
彼
は
川
辺
で
と
て
も
珍
し
く
青
く
重
な
パ
ー
ル
を
拾
っ
た
。

殺
生
し
な
い
と
決
砥
し
た
。

76
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０
１

酔
っ
て
い
た
彼
は
相
変
わ
ら
ず
熟
睡
し
て
い
た
。

彼
は
道
で
餓
死
寸
前
の
犬
を
拾
い
、
家
で
飼
う
事
に
し
た
。

気
付
い
た
犬
は
ベ
ッ
ド
に
飛
び
の
っ
て
、
慮
名
の
耳
元
で
一
所
懸
命
吠
え
続
け
た
け
れ
ど
、

火
の
勢
い
は
段
々
と
慮
名
の
家
に
も
迫
っ
て
き
た
。

あ
る
夜
、
慮
名
は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
、
ベ
ッ
ド
に
の
ぼ
り
、
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
っ
た
。

と
、
そ
の
夜
、
隣
の
家
が
火
事
に
な
っ
た
。
し
か
し
熟
睡
し
て
い
る
慮
名
は
全
然
気
付
か
ず
、

げ
く

上
鴬
（
シ
ャ
ン
ダ
ン
）
県
に
慮
名
（
ル
ミ
ン
）
と
い
う
名
の
人
が
住
ん
で
い
た
。

二
十
八
報
告
火
警
（
火
事
を
知
ら
せ
る
）

『
護
生
画
集
』
第
四
隼
よ
り
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Ｆ
牙
旺

犬
に
起
こ
さ
れ
た
彼
は
、
立
ち
上
っ
た
煙
の
中
か
ら
仏
死
に
外
へ
逃
げ
出
し
、

引
き
ず
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
よ
う
や
く
慮
名
は
目
を
覚
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
命
拾
い
し
た
。

犬
が
慮
名
の
衣
服
を
歯
で
く
わ
え
、
む
や
み
に
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
、

そ
の
時
に
は
、
も
う
す
で
に
部
屋
の
戸
は
火
に
焼
け
、
家
中
に
も
煙
が
い
っ
ぱ
い
・

h

l
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I

夫
婦
は
二
人
共
働
き
に
出
掛
け
、
家
に
は
五
歳
の
女
の
子
一
人
だ
け
が
留
守
番
に
残
さ
れ
た
。

女
の
子
は
家
の
前
に
あ
る
池
の
そ
ば
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
足
を
滑
ら
せ
池
に
落
ち
て

声
を
上
げ
助
け
を
求
め
た
。
顔
さ
ん
は
犬
の
様
子
を
見
て
、
す
ぐ
に
家
で
何
か
あ
っ
た
と

す
で
に
水
を
飲
み
す
ぎ
て
、
気
を
失
っ
て
い
た
。
犬
は
顔
さ
ん
の
仕
事
場
に
走
っ
て
行
っ
て
、

し
ま
っ
た
。
家
で
飼
っ
て
い
た
犬
が
見
て
、
す
ぐ
に
池
に
飛
び
込
み
彼
女
を
救
い
出
し
た
が
、

漸
江
省
湖
州
に
、
あ
る
貧
し
い
家
族
、
顔
（
イ
ェ
ン
）
さ
ん
一
家
が
い
た
。
あ
る
日
、

二
十
九
救
命
（
救
命
）

『
護
生
画
集
』
第
四
集
よ
り

Ｉ
ｌ
書
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ｑ
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な
っ
て
い
る
我
が
子
を
発
見
し
、
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
。

気
付
き
、
急
い
で
家
に
戻
っ
た
。
犬
が
知
ら
せ
に
き
た
た
め
、
顔
さ
ん
は
う
つ
伏
せ
に

82
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ｊ
Ｄ

驚
き
、
目
が
覚
め
た
。
も
し
や
狼
が
鶏
を
捕
ま
え
に
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
、
急
い
で

夜
、
寝
て
い
た
時
に
、
旅
人
は
突
然
、
鶏
の
せ
つ
ぱ
詰
ま
っ
た
長
い
喝
き
声
を
聞
い
て
、

鶏
を
可
哀
相
に
思
い
、
「
私
は
精
進
料
理
主
義
だ
」
と
言
っ
た
た
め
、
鶏
は
命
を
救
わ
れ
た
。

一

も
て
な
そ
う
と
伝
え
た
が
、
旅
人
は
、
自
分
の
た
め
に
命
が
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ち
ょ
う
ど
旅
人
の
寝
て
い
た
ベ
ッ
ド
の
真
上
に
崩
れ
落
ち
た
。

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
り
、
鶏
篭
に
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
瞬
間
、
家
の
塀
が
倒
れ
、

旅
先
で
友
人
宅
に
泊
ま
っ
た
旅
人
に
、
友
人
は
、
特
別
に
鶏
を
殺
し
て
、
情
熱
的
に

三
十
我
喫
素
（
私
は
精
進
料
理
主
義
）

『
護
生
画
集
』
第
六
集
よ
り
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I

寝
て
い
た
旅
人
に
命
を
救
わ
れ
た
鶏
が
、
恩
返
し
す
る
た
め
に
、
大
難
が
す
ぐ
に
や
っ
て

友
人
は
旅
人
が
死
ん
だ
と
思
っ
て
見
に
行
き
、
ち
ょ
う
ど
鶏
篭
か
ら
一
番
近
い
客
室
に

、

く
る
め
を
予
知
し
て
、
旅
人
に
知
ら
せ
た
と
い
う
事
を
知
っ
た
。

I

一一
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Ｌ
ｑ
，
ｊ
、
凸
＆
、
口

名
の
愛
犬
を
飼
っ
て
い
た
。
陸
機
は
、
仕
事
の
関
係
で
長
年
故
郷
を
離
れ
、
首
都
に
住
ん
で

持
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
か
？
」
と
黄
耳
に
話
し
掛
け
た
。

黄
耳
は
し
っ
ぽ
を
ふ
り
な
が
ら
、
承
諾
し
た
よ
う
に
う
な
ず
い
た
。
そ
こ
で
、
陸
機
は

＃
あ
る
日
、
彼
は
何
の
気
も
な
く
「
あ
な
た
は
私
の
た
め
に
、
故
郷
に
い
る
家
族
に
手
紙
を

家
族
へ
の
手
紙
を
書
い
て
筒
に
入
れ
、
紐
で
黄
耳
の
首
に
ぶ
ら
下
げ
、
黄
耳
に
預
け
た
。

ト
ー

い
た
が
、
長
い
間
、
家
族
か
ら
連
絡
が
な
い
こ
と
が
気
掛
か
り
で
、
寂
し
く
思
っ
て
い
た
。

‐
令
ト
リ
’
１

骨
朝
時
代
、
呉
郡
（
ウ
ー
チ
ン
）
人
、
陸
機
（
ル
ー
チ
ー
）
が
黄
耳
（
ハ
ァ
ン
ォ
ー
）
と
い
う

三
十
一
霊
犬
（
俊
敏
な
犬
）

『
護
生
画
集
』
第
五
集
よ
り
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！

黄
耳
を
き
ち
ん
と
埋
め
、
「
黄
耳
塚
」
と
称
し
た
碑
を
立
て
た
。

黄
耳
が
死
に
、
陸
機
は
、
黄
耳
に
感
謝
し
、
そ
の
忠
魂
を
把
る
た
め
、

無
事
に
た
ど
り
着
い
た
上
、
返
信
ま
で
持
っ
て
、
帰
っ
て
き
た
。
普
通
の
人
な
ら
ば
往
復
に

そ
れ
か
ら
黄
耳
は
、
死
ぬ
ま
で
、
陸
機
と
家
族
の
間
の
郵
便
配
達
を
務
め
上
げ
た
。

す
る
と
、
頼
ま
れ
た
黄
耳
は
道
に
沿
っ
て
陸
機
の
実
家
に
向
か
い
、
な
ん
と
、

三
十
日
ほ
ど
掛
か
る
と
こ
ろ
を
、
黄
耳
は
一
一
十
数
日
し
か
掛
か
ら
な
か
っ
た
。一一
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１
＄

！
自
分
の
役
目
を
忠
実
に
果
た
し
て
い
ろ
。

再
び
行
列
に
戻
り
、
絶
対
に
困
難
に
負
け
な
い
信
念
と
や
り
遂
げ
ろ
と
い
う
決
意
の
も
と
、

彼
ら
は
、
助
け
合
う
精
神
と
、
多
く
の
智
恵
や
力
を
合
わ
せ
る
団
結
力
と
を
充
分
に
発
揮
し
、

た
と
え
危
険
に
遭
っ
て
こ
け
て
し
ま
っ
て
も
、
気
落
ち
せ
ず
勇
敢
に
立
ち
上
が
っ
て
、

な
く
き
ち
ん
と
整
列
し
、
一
所
懸
命
に
、
前
へ
進
ん
で
行
く
。

い
く
ら
困
難
な
地
表
や
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
も
、
決
し
て
長
い
行
列
の
秩
序
を
乱
す
こ
と

皆
さ
ん
は
蟻
が
食
糧
を
運
ぶ
過
程
を
見
た
事
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
十
一
一
運
糧
（
食
糧
を
運
さ

『
護
生
画
集
』
第
二
集
よ
り
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！

精
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
我
々
、
人
間
は
、
本
当
に
彼
ら
を
褒
め
称
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
な
に
小
さ
な
虫
た
ち
か
ら
、
個
を
犠
牲
に
し
て
も
全
体
の
目
標
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う

ｆ
Ｉ
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影
響
し
、
そ
の
上
、
変
え
る
事
な
な
か
な
か
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

長
年
に
渡
り
教
え
る
事
で
、
慈
悲
心
や
、
万
物
を
愛
す
る
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
、

な
ぜ
な
ら
ば
、
大
抵
の
人
間
は
先
入
観
を
持
っ
て
い
て
、
特
に
、
偏
見
は
そ
の
人
の
一
生
に

小
さ
い
頃
か
ら
、
正
し
い
観
念
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
自
然
と
、
勝
手
気
ま
ま
に
生
き
物
を
傷
付
け
た
り
し
な
く
な
る
。

子
供
に
善
行
の
大
切
さ
を
教
え
ろ
と
い
う
心
が
あ
る
の
な
ら
ば
、

三
十
三
児
戯
字
供
の
戯
れ
）

『
護
生
画
集
』
第
存
喋
よ
り
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崇
高
で
才
徳
の
あ
る
人
や
仁
慈
な
君
主
が
持
つ
よ
う
な
、
偉
大
な
人
格
の
持
ち
主
に
な
れ
ろ
。

こ
の
よ
う
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
善
い
考
え
を
持
っ
て
大
人
に
な
れ
ば
、
き
っ
と
、

94



｛
1，

I

’

’

■字

，’

1
GI

’r l

1

’

‐
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
、

I

I

ノ，,

』

Ｉ・951

〆

ご'申一幸

■

/ 〃-〃，
一一



升
芙
共
共
芙
升
芙
芙
茶
芙
芳
美
美
＊

＊

＊

＊
本
官
一
切
法
賓
＊

＊

＊

免
費
結
縁
＊

＊

禁
止
販
喜
＊

＊

＊
＊

請
勿
捜
改
内
容

＊
＊

歓
迎
翻
印
流
通
＊

＊

＊
＊

粋
著
畠
出
資
及
請
調
｜
受
持
＊＊

＊
報
樗
流
通
者
廻
向
喝
臼
＊

＊
＊
＊
＊
願
略
蛙
功
徳

＊
＊
荘
巌
沸
浄
土
＊

＊＊

＊

上
報
四
重
息

＊
＊
＊
＊
下
清
二
一
途
等

＊
＊
芳
有
見
聞
者
＊

＊＊

＊

悪
装
喜
提
心

＊
＊
蓋
蛙
一
報
身
＊

＊

＊
＊
同
室
松
楽
園

＊
＊
＊
＊

＊
芙
芙
美
共
升
共
芙
芙
芙
畏
芙
芙
美

This肋okisforfreed畑"加加"JがsnotforsaleP〃"reJ加、"wα"．

原
箸
・
‐
十
・
泌
一
法
師

原
画
・
十
．
豊
番
値

発
行
・
‐
十
・
鐸
悟
謹

穂
編
集
ｉ
十
・
鐸
悟
謹

日
本
語
翻
訳
ｉ
十
・
大
西
里
沙

日
本
語
鞍
正
・
‐
十
．
吉
村
多
一
妃
各

久
啄
偽
集
・
‐
十
・
許
穫
馨

美
術
錦
桑
；
十
・
張
暁
玲

虫
版
考
・
‐
十
・
雷
梨
浄
宗
誓
令

堅
ご
ミ
息
言
閃
員
琴
言
告
堕
。
。
ご
言
冨
ミ
ニ
三
昌
言
、
言
ミ
ミ
ミ

地
辻
．
＋
・
殉
ｃ
・
配
。
●
汽
吻
一
℃
閃
墨
竜
琴
さ
。
鼻
三
里
、
『
単
一
吻
堅
忌
亀
、
ミ
ミ

電
話
・
‐
十
・
（
少
二
芦
二
九
七
○
八
ｌ
臭
五
五
丘

簿
真
・
‐
十
・
（
ム
ラ
二
九
七
○
八
ｌ
鼻
五
○
○

国
‐
ミ
員
廷
・
‐
十
・
亀
ミ
馨
．
雷
電
息
回
四
ミ
冨
登
同
ミ
電

モ
ミ
景
亀
ミ
尋
怠
ご

浄
室
法
師
二
》
雲
）
ヱ
ミ
ミ
尋
．
局
冨

．
＋
・

影
音
網
辻
こ
こ
三
号
雪
言
冨
牢
。
完

ミ
ミ
ヱ
壷
寄
ご
冨
昼
御
国
琶
怠
二
》

虫
版
者
．
＋
・
釜
哲
減
浄
家
署
令

象
即
煮
．
＋
・
豹
蒋
出
版
荘
（
○
次
ご
壷
五
四
○
↑
三
’
七

謹
生
画

武
元
》
一
○
言
一
年
畠
側桑

（
日
本
語
版
）

恭
印
を
什
冊




